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議 事 録 

会議名 令和２年度第５回守山市介護保険運営協議会 

開催日時 令和３年２月 26日（金）午後１時 30分から午後３時 15分まで 

開催場所 すこやかセンター３階 講習室 

委員出席者 

（会長）清水隆則委員・（職務代理者）藤井義正委員・井上典子委員・山岡龍二

委員・田附ひろみ委員・石原紀代子委員・兼松利之委員・奥村喜与子委員・本

條由美委員・渕上清二委員・北村よしの委員・小川義三委員 

【オンライン】石原和成委員・藤本直規委員（順不同） 

欠席者 なし 

事務局 

（健康福祉部）高橋理事・神藤次長 

（介護保険課）西田課長・竹村参事・田中係長 

（長寿政策課）遠山課長・吉野係長・平野主任 

（地域包括支援センター）池田所長・上本参事・安田係長 

会議の次第 

１ 開会 

２ 報告事項 

（１）令和２年度第２回守山市地域密着型サービス運営委員会の報告について 

         資料１ 

３ 協議事項 

（１）第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

①第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）およびパブリックコメ

ントの結果および最終案ついて 資料２  

②第８期介護保険事業の見込みについて（案） 資料３ 資料４  

（２）令和３年度介護保険運営協議会等開催スケジュール（案）について 

 資料５  

４ 閉会 

議事録の作成方法   要点筆記    全文記録    その他 

会議資料 

 令和２年度第５回守山市介護保険運営協議会 次第 

 令和２年度第２回守山市地域密着型サービス運営委員会の報告について 

＜資料１＞ 

 第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）のパブリックコメント

の結果および最終案ついて <資料２> 

 第８期介護保険事業の見込みについて ＜資料３＞ 

 第５章 介護保険事業の見込み <資料４> 

 守山いきいきプラン 2021（第８期守山市高齢者福祉計画・介護保険事業計

画）【案】 ＜別添＞ 

 令和３年度介護保険運営協議会等開催スケジュール（案） <資料５> 

公開・非公開の別   公開    非公開 

傍聴者数  １名 
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１ 開会 

 

２ 報告事項 

（１）令和２年度第２回守山市地域密着型サービス運営委員会の報告について 資料１ 

 

【事務局説明：田中】 

・小規模多機能型居宅介護施設の再公募にかかる公募案件について説明 

 

【質疑応答】 

渕上清二委員 現在の公募の状況を知りたい。また、第８期計画は、事業所の応募がなか

った場合も想定して策定しているのか。 

事務局 

介護保険課係長

（田中） 

４事業所が公募にかかる説明会に参加し、検討している状況である。 

第７期計画期間内の整備が難しいことから、令和４年４月を事業開始予定

として、第８期計画に再計上している。給付に影響が出ないよう、第８期

計画期間内に整備できるよう努める。 

石原和成委員 施設の活用イメージ図を見ると、交流スペースおよびオープンスペースの

面積が小さく感じるため、工夫をお願いしたい。また、隣接する交流広場

は、現状通り高齢者が利用できるのか。 

事務局 

介護保険課係長

（田中） 

交流スペースの面積の公募条件に上限設定はないことから、適切な規模が

確保できるよう、審査項目として見ていきたい。交流広場の利用は、施設

整備後も可能である。 

小川義三委員 今回の事業所の再々公募にかかる公有地の有償貸与は、第７期計画の延伸

に伴う特例的な措置と解釈してよいか。 

事務局 

介護保険課係長

（田中） 

第８期計画における小規模多機能型居宅介護の公募は、基本的には未整備

学区を公募条件とし、各圏域で公募する。応募がなかった場合は、状況に

応じて、学区内の公有地活用も検討していく。 

 

３ 協議事項 

（１）第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

①第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）のパブリックコメント結果および最終案につ

いて 資料２  

 

【事務局説明：吉野】 

・パブリックコメントの結果、第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）について説明 

 

【質疑応答】 

田附ひろみ委員 老人クラブの加入率はどのくらいか。 

事務局 

長寿政策課係長

（吉野） 

第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（案）86頁、“老人クラブの組

織状況”に記載のとおりであり、クラブ数および加入者数が年々減少して

いる傾向にある。 
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井上典子委員 施策に対する意見を持っている人は多くいるにもかかわらず、パブリック

コメントの件数が少ないことが非常に気になる。従来通りの方法でコメン

トを募集することは難しい時代になってきたと思うので、新しい方法を検

討する必要があるのではないか。市民説明会ではパブリックコメントや質

問は受け付けていないのか。 

事務局 

長寿政策課係長

（吉野） 

市民説明会とパブリックコメントは別であり、市民説明会では、当日の説

明に対する質問のみを受け付けている。市民説明会の参加者には、意見提

出用紙を渡し、コメントの提出を促している。提出が少ない点は、市全体

の課題であることから、改善できるよう取り組んでいきたい。 

井上典子委員 第８期計画にも新型コロナウイルス感染拡大防止策を取り入れてもらえ

たらありがたい。また、介護に関する施策はたくさんあるが、市民には内

容がわかりづらい。イラストを交えた説明があるとわかりやすいので、広

報を活用してもらいたい。 

事務局 

長寿政策課係長

（吉野） 

市の施策がわからないという意見が多いことから、今年度は総合事業のパ

ンフレットを見直す等、改善できることから取り組んでいる。意見等があ

ればご指導願いたい。 

 

② 第８期介護保険事業の見込みについて（案）資料３ 資料４  

 

【事務局説明：竹村】 

・第８期計画において、介護保険料を第７期保険料額に据え置くことを説明 

 

【質疑応答】 

兼松利之委員 令和元年度は介護保険給付実績の伸び率が大きいとのことだが、消費税増

税や新処遇改善加算の影響以外に要因があれば知りたい。 

事務局 

介護保険課参事

（竹村） 

高齢者人口および認定者数の増加も一因ではないかと考える。 

事務局 

介護保険課課長

（西田） 

第７期計画に基づいて介護施設の整備を行ったことから、介護施設の利用

による影響も考えられる。 

井上典子委員 介護保険料額の据え置きは、被保険者の立場からすると一見喜ばしく感じ

るが、制度の維持や後の世代への負担が懸念される。このことについては、

どのように考えているのか。 

事務局 

介護保険課参事

（竹村） 

第７期計画においては、中・重度者の被保険者が見込みを下回り、介護度

が軽度化の傾向であったこと、施設整備が遅れたことにより黒字となり、

その分を基金に積み立てし、一部を活用することとしている。今後は、高

齢者人口の増加に伴い、介護認定者数の増加が予測できることから、介護

予防等に力を入れることで、介護認定者の増加を抑制する必要があると考

える。 
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会長 

清水隆則 

介護認定者の増加が見込まれている中での、市の介護保険料の長期見込み

について説明してほしい。 

事務局 

介護保険課課長

（西田） 

長期的には、高齢者人口の増加に伴い保険料も高くなる。ただ、介護保険

制度は３年ごとに改正されることから、現時点で細かく議論することは難

しい。今後は介護予防に力を入れることで、費用を抑えていきたい。 

 

（２）令和３年度介護保険運営協議会等開催スケジュール（案）について 資料５  

 

【事務局説明：竹村】 

・令和３年度介護保険運営協議会等開催スケジュール（案）について説明 

 

【質疑応答】 

なし 

 

（３）協議を終えて 

【質疑応答】 

山岡龍二委員 緊急通報システムの情報が、必要な人に対して行き渡っていない。老人会

等で、高齢者に積極的に周知していくことが大切である。 

会長 

清水隆則委員 

地域のつながりがますます薄くなっていく中、緊急時の対応をどうするか、

は非常に大きな問題である。 

藤本直規委員 新型コロナウイルスの影響で、施設入所者と家族の面会が難しくなってい

る。市で何か支援をすることはできないか。また、地震等の緊急時におけ

る事業者への支援もお願いしたい。 

石原和成委員 新型コロナウイルスの感染者が減らない状況であるので、当該協議会にお

いて、オンラインでの参加者が増えるとよい。 

会長 

清水隆則委員 

オンライン会議の設営を難しく感じる人が多いが、予備として、一見使い

にくいものも用意しておく、という発想が必要である。 

石原和成委員 オンライン会議の設定は難しいと敬遠する人が多いが、会議だけでなく、

緊急時にも役立つものである。難しいことも自力で何とかしようとする気

持ちが大切であり、危機管理につながると思う。 

石原紀代子委員 百歳体操に参加し、介護予防の大切さを痛感している。地域包括支援セン

ターからもりやまプラス体操の DVDが配布されているので、活用していく

と良い。また、老人クラブ連合会の加入率の話があったが、老人クラブ連

合会に加入をせず、自治会単位で活動しているところもあるので、活用し

ていくと良いのではないか。 

会長 

清水隆則委員 

子どもと高齢者が一緒にクラブを作る等、従来の老人クラブの在り方から

工夫が必要な段階にきているのではないか。 

奥村喜与子委員 新型コロナウイルスの影響で口を使う機会が減り、高齢者のオーラル・フ

レイルが危惧されている。早期発見が大事であるので、介護予防に力を入

れていただきたい。 
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渕上清二委員 デイサービス等の充実により、老人クラブに加入しなくても支障がない社

会構造となっている。老人クラブを活性化させるには、新しい活動を見つ

けなくてはならない。今後、一人暮らし高齢者等が増えていくことを踏ま

え、民生委員・児童委員の活動だけでなく、老人クラブでもカバーしてい

けることが望ましい。 

小川義三委員 第８期の介護保険制度の改正内容の中で、新型コロナウイルス感染予防対

策や災害時のシミュレーションが介護事業者に義務付けられている。介護

事業者だけでは対応できない部分が出てくることが想定されることから、

行政との連携をより一層強化していきたい。 

会長 

清水隆則委員 

一般市民が行政官等の訓練を受け、業務をサポートするというしくみが確

立されている国がある。緊急時等に手が回らない、という状況を防げるよ

う、人材を配置しておくことが大事であると考えさせられた。 

井上典子委員 健康推進員での活動において、シニアカフェ等の介護予防につながる事業

が増えてきている。この協議会で学んだことを是非活用していきたい。 

田附ひろみ委員 当事者である高齢者が、介護保険制度や介護予防の重要性について理解し

ていないため、教育が必要である。 

会長 

清水隆則委員 

高齢者と行政の双方が効率よく介護サービスを受給・提供していくために

も、高齢者への教育は大事である。 

兼松利之委員 新型コロナウイルス感染症の感染拡大前にマスクを備蓄していたことで、

介護事業所内の職員の安心につながった。事業所内では保管スペースも限

られるので、停電時や緊急時にもすぐに備蓄品が使えるよう、分散してス

タッフの自宅でも保管する等、工夫している。 

会長 

清水隆則委員 

介護保険制度において、市で運用できる部分を工夫するという発想が必要

である。 

本條由美委員 第７期計画期間は、人材の確保が大変であった。介護事業所だけでできる

ことではなくなってきているので、行政と協力することで、人材確保を行

っていきたい。 

会長 

清水隆則委員 

人材確保の問題解決に向けて、介護職に就いたことへの満足感や職場づく

りについて、総合的に協議する必要がある。 

北村よしの委員 老人クラブに加入する利点がわからないという理由から、新規加入者が少

なくなっている。新型コロナウイルスの感染拡大による影響で、色々な行

事が中止となっているが、引き続き工夫して取り組んでいきたい。 

職務代理者 

藤井義正委員 

国からの指示の範囲内での介護保険の運営は、大変厳しい問題であるが、

守山市が住みやすく、介護保険制度も充実したまちになるよう、協議して

いきたい。 

会長 

清水隆則委員 

法律を策定し、法律に基づいた業務を確実に行うという方法で一定の成果

を出してきたが、一方で、自治体等の「らしさ」が欠けているように思う。

知恵を出し合う場が協議会であるので、決められたことをそのまま行うの

ではなく、今後も話し合って知恵を出し合うことで、守山らしい運営につ

いて協議していきたい。 
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議事終了 

４ 閉会 

事務局より連絡事項 

・今回をもって、第７期計画における介護保険運営協議会を終了 

・協議会の閉会にあたり、健康福祉部理事高橋より挨拶 

                                 （午後３時 15分 閉会） 

 


